
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

「航空管制システムが保有するデータの利活用」

令和８年5月

国土交通省 航空局

第63回国土交通省政策評価会

資料1-2



目 次

1

１．評価の概要

１-１．評価の目的、必要性

１-２．対象政策

１-３．評価の視点

１-４．評価手法

２．航空管制システムが保有するデータの利活用の概要

２-１．航空管制システムが保有するデータの利活用の全体像

２-２．CARATSオープンデータフォーラム

１-５．第三者の知見の活用

３．航空管制システムが保有するデータの利活用の取り組み状況

３-１．CARATSオープンデータの申込状況（利用状況とその特徴）

３-２． CARATSオープンデータの申込状況（利用状況から考えられる示唆）

３-３．CARATSオープンデータ利用に向けた裾野拡大

２-３．現在提供しているデータの概要、前提条件等

３-４．想定される利用主体とニーズ（仮説）

２-４．航空管制データの特性と価値



４-３．海外オープンデータ等の比較（概要）

目 次

2

４．航空管制システムが保有するデータの利活用の評価

４-８．（今後記載）評価対象と評価方法

４-９．（今後記載）アンケート・ヒアリング調査結果

４-１０．（今後記載）評価結果

５．今後の方向性

５-１．今後の検討の方向性（案）

４-１．想定される社会的価値（仮説）と検証課題

４-２．国内・外オープンデータ活用事例と航空関連データを加えることによる可能性

４-４．海外オープンデータ管理の例

４-６．CARATSオープンデータ

４-５．海外オープンデータ活用例

４-７．データ不足に起因する現場運用負担の実態等の一例



１．評価の概要

１-１．評価の目的、必要性
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航空管制システムが保有するデータについて、

外部ニーズ、利用実態及び海外や他分野との比較等を踏まえて、以下の点を明らかにする。

政策レビュー

背景（社会的ニーズの変化）

近年、産業界および学術界全体ではデータ活用が常識化し、新たな価値創出等の基盤となっている。
データサイエンス等の普及は、あらゆる分野で社会実装を加速させており、航空管制データも例外ではない。

特に海外では、航空関連データを積極的に公開し、それによって多様なユースケースが生まれ、社会的な
価値を生み出している先行事例が多数存在する。

一方、我が国においては、航空管制データの活用が十分に促進されておらず、データが持つ潜在的な価
値が未だ十分に引き出されていないことで、本来生まれるべき革新的なサービスや効率化の機会が損失し
ている可能性がある。

○航空管制データがどのような条件下で社会的価値を持ち得るのか
○その活用を促進するための具体的な要件や条件は何であるか

これらを客観的に調査・検討し、その潜在的な有用性やユースケース等を明らかにするとともに
新たな価値創出等に貢献することを目指す。



１．評価の概要

１-２．対象政策

 「CARATS」に基づき実施している、航空管制システムが保有するデータの公開・提供の

取組（CARATSオープンデータ）を対象とする。

特に、現在提供しているデータの内容、条件、利活用の実態、提供の考え方や制約

について、現状を整理・評価する。

 １-３．評価の視点

本政策レビューでは、次の視点から評価を行う。
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視点 概要

外部ニーズ、ユースケース 防災、環境、交通、次世代モビリティ等におけるデータニーズ、データが実際に
求められている領域・用途

利活用の実態 類似データの活用事例について、どのような主体が、どのように活用しているか

活用が進みにくい要因 データ形式、粒度、タイムラグ等の技術的制約、制度・運用上の制約、利用
者側の課題

構造的要因 国交省内他分野との比較、行政・産業全体に共通する構造的要因

社会的価値・波及可能性 防災、環境、交通等への貢献可能性、他分野との連携による価値創出

上記を踏まえ、利用実態、外部ニーズ、構造要因等を総合的に分析し、どのような
条件下で当該データが社会的価値を発揮し得るのかを整理する。



１．評価の概要

１-４．評価手法

○ 学術界・産業界等を対象に、アンケート・ヒアリング調査を実施し、以下の点を

整理する。

・データ利活用の実態と課題

・活用に至らなかった理由

・今後求められるデータや提供の在り方

○ アンケート及びヒアリングの設計に当たっては、担当委員と事前に相談・意見交換

を行いながら進めることで、手戻りを防止し、レビューの実効性を高める。
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１．評価の概要

１-５．第三者の知見の活用

○本政策レビューの実施に当たっては、学識経験者等からなる「国土交通省政策評価会」より助言をいただく。

【国土交通省政策評価会委員】
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加藤 浩徳 東京大学大学院 工学系研究科 教授（座長）

大串 葉子 同志社大学大学院 ビジネス研究科 教授

鎌田 裕美 一橋大学大学院 経営管理研究科 教授

佐藤 主光 一橋大学大学院 経済学研究科 教授

白山 真一
宇都宮大学 データサイエンス経営学部 教授
（併任）データサイエンスセンター長、公認会計士、中小企業診断士

鈴木 美緒 東海大学 建築都市学部 教授

平田 輝満 茨城大学大学院 理工学研究科都市システム工学領域 教授

松田千恵子 東京都立大学 経済経営学部 教授



２．航空管制システムが保有するデータの利活用の概要

２-１．航空管制システムが保有するデータの利活用の全体像
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○今後の航空交通量の増大や効率的な航空サービスの実現に向け、「将来の航空交通システムに関する長期ビジョン 
（CARATS：Collaborative Actions for Renovation of Air Traffic Systems）」をとりまとめ、国際協調を図り
 ながら航空交通システムの高度化に向けて産学官が連携し、多角的な検討を行う。

航空交通システムの高度化



２．航空管制システムが保有するデータの利活用の概要

２-２．CARATS2040推進フォーラム

8

企画調整会議

CO2削減推進SG

指標SG

安全性向上SG

研究開発推進SG

国際関係SG

ATM検討WG

空域容量管理検討
アドホック

軌道ベース運用検
討アドホック

空港運用検討
アドホック

CNS検討WG

監視検討SG

通信検討SG

航法検討SG

電源検討SG

GNSS検討アドホック

小型機検討アドホック

DX推進WG 航空気象検討WG 新たな航空モビリティ
検討WG

航空機運航分野における
CO2削減に関する検討会

運航改善
協議会

SAF
協議会

新技術
協議会

小型無人機に係る
環境整備に向けた

官民協議会

空の移動革命に向け
た官民協議会

空クル・ドローン
検討チーム低高度空域の検討

CARATS推進協議会

CARATS2040
推進フォーラム

■航空交通量の増大への対応や、定時性・運航効率の向上等のユーザーニーズ、地球温暖化対策等の世界共通の課題に対
応した次世代の航空交通システムを検討するため、産学官の関係者から構成されるCARATS推進協議会を2010年に設立。
大学等の公的研究機関における航空交通分野の研究開発の裾野拡大を図ることを目的に、CARATSオープンデータを2014

年度より提供開始。CARATS2040推進フォーラム等を通じてCARATSオープンデータの利用や研究開発を推進している。
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２．航空管制システムが保有するデータの利活用の概要

２-３．現在提供しているデータの概要、前提条件等

現在提供している
データの概要

ポイント01

提供にあたっての
前提・制約条件等

ポイント02

航空管制システムが保有するデータの一部を、研究・技術開発用途に
限定して提供している。
主なデータ例として、航空機の航跡データ、飛行計画関係データ、運航

状況に関する時系列データ等「CARATSオープンデータ」として、学術界・
産業界に提供している。

安全・セキュリティへの配慮（機微情報・個人情報の秘匿化、匿名化処
理）及び制度・運用上の制約（利用目的の限定（研究・技術開発）、
提供までに一定の手続・時間を要するリアルタイム性・粒度に制約）
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２．航空管制システムが保有するデータの利活用の概要

２-４．航空管制データの特性と価値

航空管制データは、他の行政データと比較して、以下の特性を有する。

航空機の飛行計画、実際の飛行経路、位置情報、出発・到着時刻、
駐機場といった航空機の運航に関する情報を含む、他のいかなる交通イ
ンフラデータでも代替不可能な、包括的かつ高精度なデータセットである。

このデータは、人々の移動やそれを支える関連業務において、不可欠で
ある。

“

“
航空管制データが持つ「ユニーク性」は、その唯一無二性にある。
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総数
所属内訳

＝ 学術界 産業界 官公庁 その他

504 314 123 54 13

総数
使用目的内訳

＝ 研究開発 学術研究 教育 その他

504 226 242 17 19

学術界, 62%

産業界, 24%

官公庁, 

11%

その他, 3%

所属属性

研究開発

45%

学術研究

48%

教育

3%

その他

4%

使用目的

３．航空管制システムが保有するデータの利活用の取組状況

３-１．CARATSオープンデータの申込状況（利用状況とその特徴）
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利用は学術界に大きく偏在していることが明確

ほぼすべてが研究目的（学術＋研究開発）

航空・空港分野を軸に、電機・IT・重工・コンサル・通信といった「航空交通を支える産業」からの利用が多く、研究
開発・技術検証目的で活用されている。

■① 利用状況の特徴（事実）
・利用の中心は学術界（約6割）
・利用目的は学術研究・研究開発が大半
・産業利用は限定的

■② 読み取れるポイント
・特定の用途（研究）には適したデータ
・用途が一定範囲に集中

どのような用途であれば産業利用につながるのか、利用が継続・拡大する条件は何か、研究

用途と産業用途の違いは何かも整理が必要。



３．航空管制システムが保有するデータの利活用の取組状況

３-２．CARATSオープンデータの申込状況（利用状況から考えられる示唆）

【未活用の要因は何か？】、【なぜ裾野が広がらないのか？】

産業界の利用が少なく、社会実装に結びついていないこと（可能性）が課題と認識

提供件数がある＝利活用が順調
とは言えない

新たな利用者・分野への裾野拡大が限定的01

産業界の利用が少なく、社会実装
につながりにくい構造

「研究で終わるデータ利活用」に留まり、社会的アウトカム
（防災・環境・生産性向上等）に結びつきにくい02

利用が継続・拡大しない
“ボトルネック”が存在する可能性

「取得して終わり」「試したが使えなかった」が相当数

存在する可能性
03

未活用＝問題なしではなく、
機会損失の可能性

研究用途に閉じ、社会実装されにくい構造が続いている

可能性
04

「利用が少ないこと」ではなく、どのような条件で価値が発現しないのかを整理することが重要

12



 開催結果
■参加者数：計229名 注）参加者に講演者、事務局は含まない。

■フォーラム・コンペの視聴割合 フォーラムのみ：58％
フォーラム・コンペ両方：42％

 ※アンケート回答者のみの統計
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CARATS2040の策定に合わせフォーラムについても内容を改め、
従前より要望があった学生によるコンペを開催した。参加学生・審
査者双方から継続開催の声が上がり、2026年度についても開催
に向け検討中。

【開催趣旨】

今年度刷新されたCARATS2040を広く周知し、併せて学生による航空交通分野の発展に資するアイデアを募集するコンペを開催することで航空交通サービ
スの向上に寄与する研究開発活動や航空交通分野の人材育成の促進を図る。

【開催趣旨】

今年度刷新されたCARATS2040を広く周知し、併せて学生による航空交通分野の発展に資するアイデアを募集するコンペを開催することで航空交通サービ
スの向上に寄与する研究開発活動や航空交通分野の人材育成の促進を図る。

 第一回 CARATS2040チャレンジコンペ
■日時：2025年11月19日（水）10:00～12:00
■募集テーマ：航空交通分野の発展に資するアイデア
 ①CARATS オープンデータとAI が実現する次世代管制官育成プラットフォーム 最優秀賞

（大阪公立大学 田上満喜）
 ②旅客機国内便に対する新幹線方式及び電動航空機の導入 優秀賞

（東京都立大学 梶川崚 他10名）
 ③AAM×ロボットによる新たな物流 ビジネスチャンス賞
  （大阪公立大学 今本光祐 他3名）

 ④軌道ベース運用のその先の空域と滑走路運用 データ活用賞
（東京都立大学 一松佳希 他10名）

 ⑤越境的共創で拓く航空人間科学：安全を高める研究基盤の提案 研究奨励賞
（九州大学 植田航平）

第一回 CARATS2040推進フォーラム
■日時：2025年11月19日（水）14:00～17:00
■議事次第
 ①基調講演 （東京科学大学特任教授 屋井鉄雄）
 ②航空保安業務の概要と将来の航空交通システムに関する長期ビジョン
（交通管制企画課 木原隆博）
航空交通管制サービス高度化センター（AEC）の取組

（航空交通管制サービス高度化センター企画調整課 岡本尚道）
 ③CARATSオープンデータの紹介  （電子航法研究所 岡恵）
 ④航空交通に関する研究発表

・メタリング実現に向けた速度制御に関する研究（宇宙航空研究開発機構 松野賀宣）
・空域容量の精緻化に向けたクラスタリング解析（電子航法研究所 村田暁紀）

 ⑤CARATS2040チャレンジコンペ結果発表

● CARATS2040推進フォーラム・チャレンジコンペの開催

３．航空管制システムが保有するデータの利活用の取組状況

３-３．CARATSオープンデータ利用に向けた裾野拡大



３．航空管制システムが保有するデータの利活用の取組状況

３-４．想定される利用主体とニーズ（仮説）

14

既
存
領
域

新
規
領
域

⚫ 航空交通分野の安全運航に関する研究

⚫ 航空交通分野の高度化に関する研究

⚫ ニーズやユースケースに応じた

データ提供

⚫ オープンイノベーションの促進

⚫ スマート社会の実現

学術界

航空に関する産業界

成長分野

航空分野以外の産業利用等

⚫ 新たな分野の安全運航等に向けた

情報共有

⚫ スマート交通等の実現

学術界

産業界（ベンダー） 産業界（ユーザー）

・大学院（665校）
・研究機関（複数機関）

農林漁業/飲食料品/金属製品/情報通信機器/輸送機械/
建設/電気・ガス・熱供給/水道/商業/金融・保険/不動産/
運輸・郵便/情報通信/公務/教育・研究/医療・福祉 等

CARATS参画機関CARATS参画機関

・学術界 13機関
・産業界 69機関

＜アンケート・ヒアリング調査対象予定＞

・学術界・産業界のデータ利活用ニーズやユースケースを把握

・航空管制システムが保有するデータ公開の拡充の必要性、他分野の利活用ニーズ・課題
やデータ連係の可能性等について把握

主に航空に関する機器、システムに関係する分野

航空・空港関連／重工・航空機メーカー関連

電機・通信・航空システム関連／IT・データ関連 等

航空管制データは、以下のような主体において活用の可能性が考えられる。



３．航空管制システムが保有するデータの利活用の取組状況
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航空に関する
情報

飛行計画・飛行経路

気象・風・降雨

空港運用・混雑状況

飛行位置・管制情報

低高度空域・障害物

データ統合 航空会社・空港・管制・他分野・
次世代モビリティ等の情報を統合

状況把握 現在の共通のUI、ルールで可視化
※SWIMの活用等

予測・最適化
混雑・遅延・リスクを予測し運用
を改善

想定される価値
（仮説）

① 防災 災害対応を迅速化

② 環境 CO2を削減

③ 交通 空港・都市交通を
最適化

④ 安全 安全・セキュリティ向上

⑥ 成長 次世代モビリティ対応

航空関連のデータは
「航空機運航のための情報」から

「社会全体の意思決定を支える情報」へ

SWIM：System-Wide information management

これらの価値が実際にニーズとして存在するかどうかは、本レビューで検証する
その上で、「なぜ今は十分に実現できていないのか」という現状とのギャップを明らかにする

航空管制データの活用により、以下の価値が想定される。

４-１．想定される社会的価値（仮説）と検証課題

（仮説検証：ニーズは実在するか、実運用において活用可能か、必要なデータ条件は何か等）
・防災分野：他分野・他機関と連携した即時活用が十分でない
・環境分野：最適化に関する研究は進むが、実運用への反映が限定的な可能性がある
・交通分野：空港・都市交通との統合的な意思決定に活かし切れていない可能性がある
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４．航空管制システムが保有するデータの利活用の評価

４-２．国内・外オープンデータ活用事例と航空関連データを加えることによる可能性

運航情報を加えることで、遅延・欠航の発生可能性を事前に予測することが可能となり、旅
行者の行動（早めの空港移動・便変更）に関する意思決定を支援することが可能となる
ことで、航空会社の顧客満足度向上につながることも考えられる。

＜出典：デジタル庁 オープンデータ100＞



17

４．航空管制システムが保有するデータの利活用の評価

４-３．海外オープンデータ等の比較（概要）

日本 米国

https://www.data.go.jp/ https://www.data.gov/

データセット総数 18,662件 データセット総数 358,770件

国土交通省：1,865件 Department of Transportation ：1,465
件

米国のデータセット数は、日本の約20倍
提供形態はAPI化などリアルタイム性、柔軟性もある
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４．航空管制システムが保有するデータの利活用の評価

４-４．海外オープンデータ等の比較（概要）

日本 米国

https://www.mlit.go.jp/statistics/deta
ils/cab_list.html

https://www.data.gov/

データセット総数 12件 データセット総数 352件

交通管制部関連(2件)
• 航空路管制取扱機数(HTML)
• 空港取扱機数（管制）(HTML)

多数

CARATSオープンデータ等と他国のデータ項目・粒度の比較（航跡精度・頻度）」、「公開によ
る経済効果（海外事例）」について、今後詳細に確認する。
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４．航空管制システムが保有するデータの利活用の評価

４-５．海外オープンデータ活用事例（現在、詳細について確認中）

ユースケース 内容

フライトネットワークを使った感染症拡散予測 ・人流ネットワークとして利用
・国間の感染拡大スピード・経路を分析
・ロックダウン効果の定量評価

航空機のCO₂排出・大気影響の分析 ・飛行経路＋高度＋速度 → 排出量推計
・航空需要変化 → 環境改善効果の分析
・騒音・大気汚染の評価

リアルタイム景気指標 ・フライト数 → 経済活動レベル
・空港利用 → 消費・旅行需要

人流分析・観光需要予測 ・観光需要予測、都市開発

物流の可視化・最適化 ・航空貨物の動き → 国際物流ボトルネック把握
・需要変動 → サプライチェーンリスク分析
・空港混雑 → 遅延コスト評価

時系列予測・異常検知・ネットワーク分析 ・フライト遅延予測モデル、航跡データの異常検知
・ネットワーク分析（空港間）

災害発生時の航空輸送能力分析、消火活動（航
空）などの対応分析、空域の利用状況把握

・リアルタイム航跡
・空港データ

これらは海外での実際の活用事例であり、我が国でも同様のニーズが存在するかを
検証する必要がある。（同種のデータがどのように扱われているかも含めて詳細を確認）
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00:00:01.0 , FLT0001 , 31.478958 , 126.609246 , 30066 , B763

00:00:01.0 , FLT0002 , 33.195376 , 133.649586 , 36748 , A333

00:00:01.5 , FLT0003 , 35.289176 , 133.370610 , 32000 , B77W

00:00:10.5 , FLT0001 , 31.471519 , 126.635655 , 30025 , B763
  時刻     便名       緯度          経度     高度 型式

データ時刻
（2013から、
1/10秒単位）

時：分：秒
（日本時間）

仮想便名

“FLT”+
4桁の番号

平滑xy座標から変換

度単位
小数点以下6桁

ft単位

平滑高度
飛行計画
の型式

国際機関が
定めた略号

【航空路航跡データ 例】【航空路航跡データ等の生成作業】

国内＋洋上 航跡 空港面 赤：出発 青：到着

オープン
データ

○航空分野の研究及び技術開発の活性化等を促進するため、航空管制システムが保有するデータ（航跡データ、飛行計
画データ等）をCARATSオープンデータとして平成27年より公開。

○データの提供に当たっては、政府方針による官民データ公開の動き、個人情報保護法、情報公開法の規定に準じた機
 密性情報や個人情報保護を踏まえて、飛行便名を秘匿化。
 なお、機密性3情報（軍用機、外務省その他国の行政機関からの便宜供与依頼のあった航空機等）については、公
 開対象から除外してデータを提供中。

国交省 航空局

オープンデータ作成

各種データ

４-６．CARATSオープンデータ

４．航空管制システムが保有するデータの利活用の評価
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４．航空管制システムが保有するデータの利活用の評価

４-７．データ不足に起因する現場運用負担の実態等の一例

現状

RWY16L

SPOT#11

1

モニター

※管制塔とのコンタクトを契機に、
システムに情報を入力し地上作業員へ通知
（着陸5分前）
※作業員が担当SPOTへ向かう

使用予定スポットで地上作業員が待機するものの、SPOTイン予定時刻が
把握できずに、計画的で効果的な人員配置ができない。

①運航管理スタッフの問題

運用の例

航空機運航に関する到着予定時刻の精度が不十分であることから、現場において非効率な運用が生じている。
※必要なデータの精度を高めることができないことで、現場の人員配置や運用が最適化されない。

・スポットイン予定時刻に幅がある
・そのため作業員は現地で待機
・しかし実際の到着はばらつく
・結果として無駄な待ち時間が発生

①データ共有（提供）不足により、無駄な事務負担が発生している状態
②情報の精度不足により無駄な待機と突発対応を強いられている状態

到着機の地上支援作業準備のため、管制塔と航空機との
コンタクトを契機に到着予定時刻を地上作業員へ連絡

・管制塔と航空機の交信を常時モニタ
リングする負担

・システム入力の負担
・ダブルチェックの負担

②地上支援スタッフの問題



４．航空管制システムが保有するデータの利活用の評価

４-８．評価対象と評価方法

４－８－１．評価対象

・ CARATSオープンデータの取組の評価や課題
・ 航空管制システムが保有するデータの利活用に向けたニーズやユースケース

４－８－２．評価手法

以下の３区分によりアンケート調査（必要に応じてヒアリング調査）を実施し、
これまでの取組の評価や課題分析、ニーズ等を把握する。

・CARATS関係者

・学術界（大学又は大学院 学部名・・・・・・）

・産業界（農林漁業、製造業、建設、電力・ガス・水道、商業、不動産、

 運輸・郵便、情報通信、公務、サービス 計10部門）

上記に加えて、５－１の調査内容を踏まえて、担当委員と後日相談の上

評価手法等を確定させる。
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５．今後の検討の方向性（案）について

23

検討の方向性

（案）

01 | 課題

○航空管制データがどのような条件下で社会的価値を持ち得るのか
○その活用を促進するための具体的な要件や条件は何であるか

※これらを客観的に調査・検討し、その潜在的な有用性やユースケース等を
明らかにする

02 | 目指す方向性 社会実装・横断的活用につながるデータ利活用

03 | 政策レビューを

通じて整理

・データ公開範囲・条件の見直しの可能性、ホワイトリスト整理の方向性

・防災・環境・交通等、他分野への波及可能性

調査

04 | アンケート調査

ヒアリング調査

その他

① 外部ニーズの検証
・海外事例調査
・利用者／未利用者ヒアリング

② 実態把握
・データを利用していない業務実態

③ 構造分析
・DXの観点からの課題整理（データ活用が進まない課題等）
・他分野、他省庁との比較

④ 活用条件の明確化
・どのような条件で価値が発現するか
・必要な制度・技術・運用

５-１．今後の検討の方向性（案）
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